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1.　研究の目的

さきに第１報において九州農村の生活環境の背景と

生活の実態を調査し発表したが，今回はさらに農村

市の較差の究明をするため，北九州工業地帯の団地

照群に選定し，北九州の周辺純農村との比較を行な

めこの研究を行なった。

2.　方　 法

①　調査対象

北九州周辺純農村地区　福岡県京都群銀(1)

と

を

う

食

都
対

だ

北九州工業団地地区　　 福岡県北九州市日鉄社宅

③　調査項目

Ａ　生活環境の背景調査

Ｂ　食生活状況および栄養摂取量食糧構成の究明

Ｃ　主婦の生活疲労

(生活時間とフリッカー値による疲労測定)

Ｄ　体位

3. 結　果

２の調査項目中今回は主婦の生活疲労の農村ヽ都市の

較差について結果をとりまとめたので報告する。


